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W・B・イエイツの作品の中で，その独自の価値が注目されることの最も少ないものは彼の散文で
あるが，これはもっとその価値が認められて然るべきものである。このような観点から，ここでは彼
の初期の散文作品であるThe　Celtic　Twilight（1893）を論じてみたい。この作品において，イエイツ
は既に彼自身の文体を確立しているのである6つまりここには，イエイツのヴィジョソがあるのであ
る。
　この作品は，イエイツがその内部に養ってきた眼によって見られ，初めてその姿を現わす世界であ
る。実在するアイルランドであることを疑わせはしないが，全てのアイルラソド人が・その日常的な
目によって見ることの出来る世界ではないのである。イエイツは，この作品の冒頭の序文というべき
章，‘This　Book’の中で次のように書いている。
　　Ihave　desired，　like　eヤery　a！±ist，　to　create　a　little　world　out　of　the　beautiful，　pleasant，
and　signi丘cant　things　of　this　marred　and　clumsy　world，　and　to　show　in　a　vision　some・
thing　of　the　face　of　Ireland，　to　any　of　my　own　peop】e　who　would　look　where　I　bid　them．
（…）The　things　a　man　has　heard　and　seen　are　threads　of　life，　and　if　he　pull　them　care・
fully　from　the　confused　distaff　of　memory，　any　who　will　can　weave　them　into　whatever
garments　of　belief　please　them　best．　Itoo　have　woven　my　garment　like　another，　but　I
shall　try　to　keep　warm　in　it，　and　shall　be　well　content　if　it　do　not　unbecome　me・1）
イエイツは自分を取りまく自然や人々や記憶の混沌の中から，ある一つの世界を創り出したのであ
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る。それも自分がその中にいて安住できる世界である。他の誰でもなく，ただ自分の為にこの「衣
装」を作ったのである。このようにして創られた世界がこの当時のイエイツを最もよく現わすのは当
然である。そしてこの作品の中から現われてくるイエイツは，あるいはもう少し精しく言うならば，
イエイツという人間から得られる感触は，終生変わることはない。変わるように思われる部分は，年
齢が人間に対して作用する部分に他ならない。この作品に即して言えば，その改訂の跡から知られる
のであるが，視覚の拡大と純粋化が生じているのである。この作品から得られる，イエイツはこうい
う人間という感じが変る訳ではないのである。
　私のこの論文では，この作品を領しているイエイツの根本的な認識，あるいは視覚をその文章に沿
って行きながら，取り出してみたいと思うのである。そうすることによって，従来あまり顧みられる
ことのなかったこの作品の独自の価値と意義を明らかにしたいと思うのである。
　ところで，本論に入る前に，私が使用するテクストについて一言しておく必要がある。私が用いる
のは・The　Celtic　Twilight（London＆Stratford・upon－Avon，1912）であり，ウェイドの『書誌』の
第38に当たり，内容的には1902年版と同一である。現行のマクミラソ版では，これからかなりの文章
が削除されており，青年時のイエイツそのままの姿は，そこに保たれていない。1902年版は，1893年
版に増補したものであるが，増補した部分は明示されているから，これと現行マクミラン版（1925年
改訂）を合わせ見れば，イエイツの中で変化して行くものを知る手がかりになる訳である2）。
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　イエイツのこの作品に登場する農民や漁民や船乗りたちは，イエイツが「見たり，聞いたり」した
人達であることは事実であるが，この作品全体が，一つの別世界とでも言うべき，現実以上の現実を
形成しているという印象を与えるのは，彼等が，イエイツの眼を通り，感受性を通って行く過程で，
無意識のうちに取捨選択され，純化され，その上で彼の文章の中で表現されているからである。イエ
イツは彼の内部に深く入り込み，そこで彼の資質と強く結びつき，真実な感情となったものを文章に
表現して行ったのであって，無差別に彼の目にふれ耳に聞いたものを記録してし・ったのではないので
ある。これが，この作品が文学であって，民俗学的資料ではない所以である。
　The　（；eltic　Twilight　VC現われる農民その他の人物に共通する特徴の一つは，彼等の野性である。彼
等は・ヨーロッパが近代という名において実現してきた精神を全く信じていない。その一例は，超自
然的なものと我々が呼ぶものへの素朴な信仰である。イエイツが彼等の一人にこう尋ねる。
　「あなたは妖精を見たことがあるんですか。」
すると彼はこう聞き返す。
　「あいつらに悩まされたことがないかっていうのかね。」
　彼等は意見というものを持っていない。持っているのは信仰である。彼等は見たものや信じたこと
しか語らない。だから，ここに現われるのは，事実の世界である。妖精も，彼等が見たり，聞いて信
じたものである。科学的な知識や知性というようなものに惑わされることのない人々の素朴な世界が
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ここにある。このような人々をイエイツは，‘purely　instinCtive　natures’と呼ぶのである。そして
イエイツは，このような人々が，「近代」の世界に住む人々が見ることのできぬ様々なことをはっき
りと見たり信じたりして，その上に立って生活しているのを感じていた。そして，このような眼を持
ち，その眼に見えるものを信じて生活してゆく彼等に通ずるものを，イエイツは自分自身の中にも見
出していた。彼自身は，このような人々とは違って，時代の喧騒の中で生きていたが，彼等と共感す
る部分を自分の中に見出し，また，彼等に自分の支えになるものがあることをも認めていたのであ
る。そして何よりも，彼等の生活の中から彼に深く訴えかけてくるものを表現してゆくことによっ
て，イエイツは生に対する彼の眼を確立して行くのである。
　The　Celtic　Twilightは‘A　Teller　of　Tales’という章で始っているが，ここに描かれているパディ
・プリン（Paddy　Flynn）という人物は，上に述べたようなアイルラソド人の一典型である。上に出
した‘pUrel　Y　inStinCtiVe　natUreS’というのは，直接には，彼を描く文章に用いられた句であり・妖
精を見たことがあるかと聞かれて，「あいつらに悩まされたことがないかって。」と答えたρも彼で
ある。彼は常に，‘cheerfuPであるべきだと人に説≦が・その彼をイエイツはこう描いている。
He　was　indeed　always　chee㎡u1，’狽?盾浮№?@I　thought　I　could　see　in　his　eyes（swift　as　the
eyes　of　a士abbit，　when　they　peered　out　of　their　wrinked　holes）amelancholy　wllich　was
wellnigh　a　portion　of　their　joy；the　visionary　melancholy　of　purely　i　nstinctive　natures
and　of　all　animals3）．
　この‘cheerflllness’も，その中に含まれている‘melancholy’も，見かけ程理解しやすいものでは
決してない。パディ・ブリソは，‘cheerfUl’であり，‘cheerfu1’であることを好み，そしてそのよう
な性質の話を好んだ。例えば，次のような話である。
He　was　fond，　for　instance，　of　telling　how　Collumci　lle　cheered　up　his　mother．‘How　are
you　today，　mother？，　said　the　sai　nt．‘Worse，，replied　the　mother．‘May　you　be　worse
tomorrow，，said　the　saint．　The　neXt　day　Collumcille　pame　again，　and　exaCtly　the　same
conversation　took　place，　but　the　third　day　the　mother　sai　d，‘Better，　thank　God．，　And　the
saint　replied，‘May　you　be　better　tomorrow．4），
　この話から聞えてくる粗野な咲笑に耳をすましてもらいたい。一体この話が語りかけてくるものは
何なのか。
　イエイツは，パディ・プリンの生涯についてこう書いている。
there　was　much　in　his　life　to　depress　him，　for　in　the　triple　solitude　of　age，　eccentricity，
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and　deafness，　he　went　about　much　pestered　by　children．
that　he　ever　recommended　mirth　and　hopefulness5）．
It　was　for t s　 aso算perhaps
　ということは，この‘cheetfulness’あるいは‘mirth’は完全に自然なものではないということであ
る。一見，自然と見える程に深く人格の中に根をおろしているものではあるが，しかし，それは，本
質的に意志の要素を含んでいる故に，完全に自然なものではない。ある悲惨さを感じさせずには置か
ない状況，たとえば老，病，死を目前にして，それを恐れず，それに屈服せず，それを笑い飛ばして
しまう力が，イエイツがパディ・プリンの中に見出した‘cheerfUlness’なのである。
　このことをさらによく示す例は‘The　Religion　of　a　Sailor’の章である。この章に毘てくる船長は，
「船長の祈り」（the　sea　captain’s　prayer）というものが存在することをイエイツに語る。それは，
‘OLord，　give　me　a　stiff　upPer　lip．’というものなのであるが，これは，船が沈もうとしている時で
も，自分が後々までの笑いものになるような行動をしないようにと神に祈ることなのだと言って，次
のような例をあげるσ
Why，　s∬，　we　war　ln　mid　Atlantic，　and　1　standin’　on　the　bridge，　when　the　third　mate
comes　up　to血e玉ookin，　monial　bad．　Says　he，℃aptain，　aU～s　up　wl　th　us．，　Says　I，‘Didn’t
you　know　when　you　joined　that　a　certain　percentage　go　down　every　year？，‘Yes，　sur，，
says　he；and　says　I，‘Am，t　you　paid　to　go　down？’‘Yes，　sur．，　says　he；and　says　I，‘Then
go　dow豆1圭ke　a　man，　andわe　damned　to　you！，6）
ここでイエイツは，一篇の笑い話を書いているのではない。この船長の話の中に感じられるユーモア
と彼の陽気さは，パディ・プリソの‘cheerfulness’と本質的に同じものである。これは死を前にして
の陽気さなのである。悲惨に対して屈服しないという意志の強さがほとんど性格と化しているのがこ
の船長の行動に感じられる。
　The　〈iieltic　Twilight全篇に渡って・こr？　‘chgei血lness’あるいは‘mi　rth’あるいは‘caprice’が感
じ取られる。これはイエイツがアイルランド人の持つ本質的性格として見い出していたものなのであ
る。イエイツが1891年に書いた‘AReckless　Century．　Irish　Rakes　and　Duellists’という文章が
ある。これは一種のプロパガンダとしての意味を持つ文章なのだが，ここでも上に述べたようなイエ
イツの眼の働きが見られるのである。
　ここで描かれているのは十八世紀のアイルラソドである。当時，決闘がこの国中に流行した。
The　des£斑磁o∬of癒e舩土…onal　forces　at　the　battle　of　the　Boyne　had　filled　the　land　with
Cath◎墨三c　gentle憩eB　wh◎had豆o　defence　against　insult　but　their　own　unaided　swords，　and
f聾o血their　contestS　w三th癒eiτs囎planters　spread　thτough　the　country　a　habit　of丘ghtl　ng
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for　anything　and　everything．　Men　lived　for　it，　and　pistol　praCtice　become　a　consu血ing
passion．　Swaggering　swashbucklers　though　they　were，　they　did　after　all　hold　their　lives
lightly　and　risk　them　for　a　song．7）
そしてこの命を軽視する傾向は，彼等だけに止まらなかった。
This　reckless　and　turbulent　spirit　was　by　no　means　con丘ned　to　the　Upper　classes．　but
spread　to　the　shopkeepers　and　artisans　to　a　considerable　eXtent　Poor　men，　when　con・
demned　to　death，　woUld　spend　the　night　before　their　hanging　gambling　upon　the　lids　of
their　own　coffins，　making　amends　for　a　1ife　without　dignity　by　’a　death　without　fea　r．8）
　ここから聞えてくるのも，The　Celtic　Twilightから聞えてくるのと本質には同じ笑いであろう。
人生の悲惨を目の前にして全く動じない人間の，粗野で陽気な笑い声である。ここには，いわゆる
humourにもwitにも見られないある強烈な印象がある。上にも言ったように，この当時のイ・エイ
ツはこれをケルト民族特有のものと考え，‘the　Celtic　intensity’と呼んだ。
　これを℃eltic’と呼ぶイエイツは，当時のアイルランドの置かれていた政治的・精神的状況と関っ
ているイエイツである。だが，イエイツがThe　Celtic　Twilightにおいて見出し，表現したものは，
政治的な状況という一時的な現象とは別な，イエイツの深い自己とかかわりあい，彼の人生に対する
眼として成熟するものであった。このことを明らかにしてくれるのは，晩年の詩，‘Lapis　Lazuli’で
ある。イエイツがこの詩の中で，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
（…）Hamiet　and　L・ear　are　gay；
Gaiety　trans丘guri　ng　all　that　dread．　（ll．16・17）
　と言う時の死を前にしての‘gaiety’は，今まで論じてきた‘cheerfulness’と本質的に異るもので
はない。それにこの詩の中に出てくる中国人の描写にはパディ・プリンを思わせるものがある。
There，　on　the　mountain　and　the　sky，
On　all　the　tragic　scene　they　stare．
One　asks　for　mournful　melodies；
Accomplished　fingers　begi　n　to　play．
Their　eyes　mid　many　wrinkles，　their　eyes，
Their　ancient，　glittering　，　eyes　are　gay．（11，　52・56）
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　この中国人は，イエイツの人生を見る眼の象徴である。パディ・プリソも鐵に囲まれた彼の目から
（‘out　of　their　many　wrinkled　holes’）「彼を快活にさせたり，．悲しくさせたりする多くの奇妙な光景
（‘many　strange　sights　to　keep　him　cheerfvl　or　to　make　him　sad’）を見るのであ，る。パディ・ブリ
ソというイエイツが愛着を感じていた人物が解体し，イエイツの中で内面化し，深化純粋化した上で
表現されたものが，この中国人であると考えることができるだろう。噛
　ところで，この中国人が‘mo繰mful　melodies’を所望する所は，パディ・プリソの目に湛えられた
‘the　visionary　melancholy’を連想させるが，この彼の‘melancholy’について一言しておく。イエ
イツは，他の所でもパディ・プリンのことを書いているが9），そこでは，最後の審判における神にこ
れが帰ぜられている。何故のmelancholyかは，　The　Celtic　Twilight　e：　lb’けると同様に明確に語られ
ている訳ではないが（‘This　melancholy　and　apocalyptic　cheerfUlness　of　the　Judge’），この文章か
ら推測する限りでは，それが人問にとって当然なことであるとは言え，悪人を永遠の火の中に追いや
らねばならぬことへの悲しみであり，憂欝であると思われる。そしてイエイツは，これと同種の憂欝
をパディ・プリンの目に認めていた。この‘visionary　melanch◎ly　of　purely　instinCtive　natures
and◎f　atl　animals’とは，言わば観念に妨げられることのない限のことであろう。その眼が人間の運
命を見る時に生ずるのが，動物の目に我々が感ずるのと同じ憂愁ではないだろうか。前に彼の‘cheer・
f掘ness’は完全に自然なものではなくて，意志がそこに働いていると言ったが，そのことを示すの
が，‘cheerfUlness’の中シこどうしても現われざるを得ない，この‘melancholy’なのである。
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　イエイツが，普通ならば悲惨であるべき状況や運命的な力をEの前にして‘cheerfUl’である事に
‘celtic　intensity’を感じ取っていたことは前に言及した。しかし，　intensityということになれば，
‘Cheetfulness’の中だけにあるものではない。‘cheerfUiness’や‘gaiety’が正の方向にあるとすれば，
その反対の負の方向である悲哀の中にもそれはありうる。
　この悲Lみにおける‘intensity’を感じさせる人物が，　The　Celtic　Twilightの‘A　Visionary’とい
う蟄こ鐵てくる老農夫である。この農夫は，イエイツの友人であるX－一（これが表題のavisionary
である）にしか，彼の深い悲しみを打ち明けない。この農夫の姿は，イエイツの追憶に彩られて，ほ
とんどケル｝釣悲哀の象徴と化すかに見える。
A　wlgter　9r　tws　ag◎he　spent　much　of　the　night　wa玉k…ng　up　and　dOWn’upeh　the　mo乳mtain
嫉臨9鎗a鋤蓬㊧鋤twho，　dumb生o　most　me叫pourとd　o犠t　his（ares　f6r　him．　Both
覇e罫e難鋤a聾3ア；　X・一一一be｛2塾se　he　had　then　firsωec玉ded　that　art　and　poetry　were　not　for
短巡，鍛δ鎗e擁6嚢ξ鍵燐tbeca秘se　his　life　was　ebbing　oロt　with　no　aφlevel鵬ntτemai豆ing
anG　Ae　1iepe茎e景錘鶏　…30鍍韮蓋◎w　Ce玉t圭c！五〇w－full　ef　striv…ng註fter　a　so血ething　never
鉛麺£◎mpletc茎ヲ「£聯顕鋼圭R　wgrd　gr　deed．　The　peasant　was　wandering　in　hisπ1ind
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with　prolonged　sorrow．　Once　he　burst　out　with‘God　possesses　the　heavenst　God　pos・
sesses　the　heavens－but　he　covets　the　world’；and　once　he　lamented　that　his　old
nei　ghbours　were　gone，　and　that　all　had　forgotten　hi　m：they　used　to　draw　a　chair　to　the
丘re　for　him　in　ever夕cabin，　and　now　they　said，‘Who　is　that　old　fellow　there？，‘The　fret，
（［rish　for　doom）‘is　over　me，’he　repeated，　and　then　went　on　to　talk　once　more　of　God　and
heaven．　More　than　once　also　he　said，　waving　his　am　towards　the　mountain，‘Only　myself
knows　what　happened　llnder　theちhorn－tree　forty　years　ago；，　and　as　he　said　it　the　tears
°upon　his　face　glistened　in　the　moonlight．10）
　イエイツは，この老農夫の悲哀の中にも，死を前にして陽気でいられるアイルラソド人達における
と同様の，強烈な生を感じ取っていた。この強烈さは，’自分の悲しみに忠実であることから生ずるも
のである。生の持つ内的必然に対して，正の方向に忠実であることが，‘cheerfulness’，‘gaiety’で
あるとすれば，負の方向に対する忠実が，この悲哀である。
　この老農夫の悲しみに，イエイツはアイルランドに伝わる伝説上の人物の生に彼が見出したのと同
じ性格一一一the　vast　and　vague　extravaganceli）　を嗅ぎ取ったのである。
・The　peasant　visionaries　that，are，　landlord　duelists　that　were，　and　the　whole　hllrly・burly
of　legends－Cuch111ain五ghting　the　sea　for　two　days　until　the　waves　pass　over　him　and
he　dies，　Caolte　storming　the　Palace　of　the　gods，　Oisin　seeking　i　n　vain　for　three　hundred
years　to　appease　his　insatiable　heart　with　all　the　pleasures　of　faeryland，　these　tWo
mystics　walking　up　and　down　upon　the　mountains　uttering　the　central　dreams　of　their
souls　in　no　less　dream－1aden　sentences，　and　this　mind　that血1ds　them　so　interesting－all
are　a　portion　of　that　great　Celtic　phantasmagoria　whose　meaning　no　man　has　Idisoovered，
　nor　any　angel　revealed．12）
　イエイツがこの老農夫に感じ取った時に見られる，彼の負の方向の‘intensity’に対する感覚を露
わにして見せる例をもう一つ挙げたい。それは彼のClarence　Mangan論である。
　マンガンは決してポピュラーな詩人ではない。その書く詩の多くは，‘wearying　and　hollow’であ
るt・とイエイツは言う。それにもかかわらず，イエイツが彼を発見したのは，マソガソの書くものの
中に，彼の人間としての強烈な個性を嗅ぎ取ったからである。‘misery’がマソガンの負った宿命であ
ったが，彼はこれを死に到るまで忠実に生き抜くことの出来る人間であった。このことをイエイツは
彼の作品から直知したのである。彼はマソガソについてこう書く。
、In　all　he　’wrote　there　was　a　sort　of　intensity，　not　merely　of　the　intellectual　or　of　the
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aesthetic　nature，　but　of　the　whole　man；and　supreme　misery，1ike　supreme・happiness，　or
’supreme　anything，　seems　only　given　to　the　world，s　supreme　spirits．（…）
　いOther　’poets　have　found－　refUge　from　their　Unhappiness　in　philosophic　subtleties　and
aeriel　turnings　and　pirouettings　of　the』spirit．　But　this　man；Mangan，‘bor血in　torpid
days　in　a　torpid　city，　could　only　write　in　diverse　fashions，“1　am　Miserable．”No　hopes！
No　philosophy！No　illusions！13）
　言わば，マソガンは自分に課せられた生の内的必然に進んで従ったのである。真に自分のものであ
るものとそうでないものを厳然と区別し，真の自己に従うことのできる人間，また，そうせずにおれ
ない人間を，イエイツは，マソガソの中に直感したのである。　　　　’
　直感したと言う．のは，イエイツの文章からそのように感ぜられるからなのである。マソガンのよう
な人間に根底から共感できる感受性がイエイツにはあって，そこにおいて感受されたものが，作品と
いう形と取ったのが，The　Celtic　Twilightなのである。このような，イエイツの人間に対する感受
性，あるいは人間を見る眼は，どこに根を持つのであろうか。
4
　イエイツの自伝Reveries　over（hildhood　’and　Youthの中に，彼の母のことを描いたこういう一節
がある。
She　read　m　1）ooks，　but　sheg　and　the　fisllerman，s　wife　Would　tell　each　other　stories　that
Homer　might　llave　told，　pleased　with　any　moment　of　sudden　intensity　and　laughing
together　over　an夕　point　of　satire．（，・・）MY　father　was　alwalis　praising　her　tσmy　sisters
and　to　me，　beca1ユse　She　pretended　to　nothing　she’did　not　fee1．　She　would層write　him
letters　telling　of　her　delight　in　the　tum1）1ing　clouds，　btlt　she　did　not　care　for　pictures，　and
never　went　to　an　exhibition　even　to　see　a　pi　Cture　of　his，　nor　to　his　studio　to　see　the　day♂s
work，　neither　now　n6r　when　they　were　first　mani　ed．　I　remember　all　this　very　clearly
and　little　aft6r　it　until　her　mind　had　gone　in　a　stroke　of　paralysis　and　sh6　had　fouhd，
liberated　at　last　from　financial　worry，　perfect　hapPiness　feedillg　the　birds．at　a　London
window・She　had　always，　my　father　would　say，　intensity，　and　that　was　his　chief　word
of’praise．14）
　ここから分ることは，イエイツの母がこの‘intensity’に対する感受性を持っていたということ，
のみならず・イエイツの父，ジョソ・B・イエイツから見れば，彼女自身が‘intensity’の持主であ
ったということである。さらに，この言葉は，ジョン・B・イエイツが人を評価する時に用いていた
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ということであるが，そうであるならば；J・B自身が‘intensity’に対する感受性の持主であった
ということになる。だが，J・B・イエイツとイエイツの母の‘intensity’に対する感受性には，質
的な相違があるのではないかということも考えられる。イエイツの母のそれは，上に引用した文章か
ら明らかなように，生得のものであって，無意識的なものである。おそらく，自分でもそれを好んで
いるということをはっきりと意識せずに好んでいるというような性質のものであったろう。本来自分
の内部にあるものが，外側のそれに対して共感するのである。これに対し，J・B・イエイツは，他
人の持つ‘intensity’に対しては，十分に敏感に反応するが，それは自分の中にあるものが，他のそ
れと共感するというのではなく，むしろ，欠除感からそれに反応するのではないかと思われる。他人
に‘intensity’を認め，こうでなければならぬと考えはするが，それが意識的なものであるだけに，
一つの理想として，自分がどうしようもなく惹かれるものとしてあったのではないかと思われる。
　このような父と母からイエイツは生れた。母からは素質としての‘intensity’とそれに対する感受
性を授けられ，父によってそれが意識的なものとして開花させられるのである。
　このように言うのは，私の勝手な想像によるものではない。何よりも，J・B・イエイツ自身がそ
う感じていたのであるが，このことを明らかにする為に少し回り道をするのを許してもらいたい。
　J・B・イエイツに，Early　Memoriesという自伝があって，そこに彼の妻の兄弟であるGeorge
Pollexfenとの交友が語られている。ジョージ・ポレクスフェソは陰気な性格で，級友に人気のある
存在ではなかったが，J・Bはこの男の中に人間に対する深いやさしさを見い出し，抗し難い魅力を
感ずるのである。
He　was　very　tender・hearted　and　humane，＆so　out　of　his　prognostications　of　evil　he
would　extract　a　kind　of　sad　humour　that　made　him　infinitely　tender　and　pitiful．i5）
　上の文中の‘prognostications　of　evil’についてはイエイツのReveriesに詳しい。　J・Bは自分を
含むある種の者達が，何故この人物から愛されることがないのを知りながら，彼を愛するのかと自問
する。
The　answer　is　simple：he　had　an　interesting　mind　and　revealed　it　to　us．　For　one　thing，
in　the　matter　of　what　1　call　opinions　his　mind　was　a　blank，　he　had　no　opinions．　A　man
richly　endowed　with　instl　ncts　as　cou，ntless　as　the　threads　in　a　piece　of　em1）roidery，　each
with　its　own　intelligence　as　true　as　the　instinct　of　a　nesting　bird，　and　yet　no　opinions，
no　more　than　if　he　were　a　visitant　come　from　a　distant　star！16）
’この文章は，パデわプリンや，あの船長を連想させる。パディ・プリンは‘instincti　ve　nature’
の持主であったし，あの船長に会った時の印象をイエイツはこう書いている。
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1　found　him　a　man　of　many　noti　ons　all　flavoured　with　his　personality，　as　is　the　way　with
sai　lors．　He　talked　in　his　queer　sea　manner　of　God　and　the　world，　and　up　through　all　his
words　broke　the　hard　energy　of　his　calling．17）
　・cheerfUlness・と・melancholy・の違いはあっても，船長とジョージ・ポレクスフェンが根本にお
いて持っているものは同じである。いずれも長い間考えられ，真に自分のものとなったものでなけれ
ばロに出すことがないのである。いわば，ほとんど本能と化した知識だけが信じられている人間が，
‘opinion’と縁がある訳がないのである。
　自分の身にしっくりと合ったものしか信じないジョージ・ポレクスフェンは，従って，孤独であっ
たが，彼は，．その孤独な思索の中で，彼独得の宗教ともいうべきものを形成するに到っていた。それ
は，死の本質さえを見抜く程のものであったと，J・B・イエイツは言う。
In　his　solitary　musings，　and　he　was　always　soli　tary，　he　had　discovered　for　himself　some
kind　of　religious　faith　neither　Protestant　nor　Catholic　which　enabled　him　to　look　on
Death　and　Eternity　With　a　tranqui1　mi　nd．18）
・　この自己の本能に忠実であった者には，意見や主義主張の為に闘うものの激しさ（‘vehemence’）
　はなかったが，もっと静かな深い強さ，強烈さ（‘intensity’）を持っていた19）。
　　J．B．イエイツは，ジョージ・ポレクスフェソの中に見出した自己に対する忠実さ（‘self・loyal・・
ty’20））を，スライ＝’・一を訪れた時，これがジョージー人のものではなく，ポレクスフiソ家の人々
全体に流れる血であることを感ずるのである。それを彼は‘puritarlism’21）であると言う。彼はそこ
　に自分とは全く異質なものを見出すが，同時に，この自分が真の自分であることを強く求める雰囲気
　の中にいて，深い安心をも覚えるのである。
At　Sligo，　I　was　a　sodal　man　where　it　was　the　individual　man　that　counted．　It　is　a
・u・i・u・fact　that・ntering・thi・・s・mbre　h・u・e・f・stern・pre・ccupati・n　With　bu・in・・p　1　f・・
the丘rst　time　in　my　life　felt　myself　to　be　a　free　man．22）
　J・Bるイエイツは，自分は‘asocia1㎜’であるとして，ポレクスフェソ家の人々と対比してい
るが，ここで彼の自画像をEarly　Memoriesの中から再構成してみたい。
　まず，ジョージ・ポレクスフェソの憂麓と自分の快活さについて。
Ithink　it　was　hjs　melancholy　that　attracted　me，　who　am　’a　chee㎡u1＆perennially
hopeful　man．　It　always　mortifies　me　to　think　how　cheerful　I　a叫for　I　am　convinced　it
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W．B．　Yeats研　　究
　　　is　a　gift　which　I　share　with　all　the　villains・23）
次に，彼が育った環境の快活な雰囲気について。
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In　my　family，　and　in　the　soci　ety　whi　ch　1　frequented　in　Dublin・　the　master　desire　was　for
，nj・ym・nt．（…）By・nl・ym・nt　l　mean　th・g・ati丘・ati・n・f　the　aff・Cti・n・and　the　sympa・
’thies　and　of　the　spirit　of　hopefUlness．　We　lived　in　the　sunlight　and　did　our　very　b〔tst　to
．keep　there・24）
空想について。
　　　Of　course　1　was　absentminded　and　am　so　still．　In　those　childhood　days　I　discovered　the
　　　world　of　fantasy，　and　1　still　spend　all　my　spare　momentS　i　n　that　land　of　endearing　en・
　　　chantment．25）
理論的に考えることについて。
My　f・the・th・・rized・ab・ut・thing…nd・xplain・d・thing・and　that　d・1ight・d　m・・（’”）be－
caUse　I　delighted　then　as　I　still　do　in　reasoning．26）
この習性を常に喜んでいる訳ではないことについて6
　　　Had　1　met　Rossetti　i　n　the　fiesh　I　think　I　should　have　cast　out　forever　this　questioning
　　　intelleCt　which　has　haunted　me　all　my　life　like　a　bad　conscience－（…〉－and　live　the
　　　imaginative　life．27）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　　　　　1．
そして，美について。
　　　Beauty　cleanses　feeling．　What　more　distressing，　what　more　profoundly　disturbing　than
　　　the　ache　inspired　by　sex　passion；yet　add　romance　and　beauty・and　whi　le’the　feeling
　　　remains，　the　ache　is　gone．（…）There　is　the　su！1shine　of　beauty　and　the　sunshine　of　laugh・
　　　ter，　and　in　the　great　writers　they　often　mi　ngle　and　become　one．as）
以上の言葉から現われてくるJ・B・イエイツは，陽気で，美しいものを愛し・友を愛し，議論好
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きな社交的人物である。その彼がジョージ・ポレクスフェソに強く惹かれたのは，友の中に自分には
ない自己沈潜を見出したからであることは上に述べた。そして，彼はこれを‘intensity’と呼び，ま
た，‘self・loyalty’とも呼んだが，彼はこれを自分の息子W・B・イエイツの中にも見出したのであ
る。そして本能として在る感受性を，意識的なものに開花させることを望んだのである。イエイツが
Reveriesの中で書いているJ・B・イエイツの文学教育は，まさにこの事を目指して行われたもので
あったに違いない。
at　breakfast　he　read　passages　from　the　poets，　and　always　from　the　play　or　poem　at　its
mOSt　paSSionate　mOment．29）
そして，このことに関して，J・B・イエイツ自身はこう書いている。
Ina耽iculate　as　the　sea　diffs　were　the　PoUexfen　heart　and　brain，1ying　buried　under
mountains　of　silence．　They　were　released　from　bondage　by　contact　with　the　joyous
am三abi五ty　of　my　family，　and　of　Iny　bringing　up，　and　so　aU　my　four　ch董ldren　are　articu・
韮ate，　and　yet　with　the　PoUexfen　forcα30）
　以上，」・Blイエイツの自伝の中に，イエイツが持っていた‘intensity’を持つ人間に対する感
受性の根を探って来たが，ここから言えることは，これぽ，ポレクスフェン家の人々からイエイツが
生得のものとして受継いだものであり，それが，J・B・イエイツの快活な血と混り合い・ポヒクス
フニソ家の人々の本質をはっきりと意識したJ・B・イ’エイツによって，開花したものだと言うこと
ができるのである。
5
　以上述ぺて来たように，The　Celtic　Twilightを貫く重要な要素は，イエイツの‘intensity’に対す
る感受性である。そしてこれは，父」・B・イエイツと，持って生れた資質は異るにせよ・共有して
いたものであった。だが，この作品には，J・B・イエイツの影響から全く離れて形成された別の重
要な要素がある。というより，それがなければ，この作品は成立していないだろう。それは・イエイ
ツの◎ccultismである。これは，イエイツがその内部に秘めていた，イエイツにとっても正体の知れ
ない，孤独な感情であった。イエイツはそれを，このように書いている。
王twas　on玉y　when　I　bega箆加shユdy　psychical　research　and　mystical　philosophy　that　I
br磁e　away　fτo撮血y　father’s　i1皿uence．（…）through　this　new　research，　this　reaction
fτo血popu三ar　sdence，王had　began　to　feel　that　I　had　a11ies　for　my　secret　thought・31）
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‘psychical　research’やイソド思想という当時のヨーロッパでは何かうさんくさいものと思われて
いたものとの出会いによって初めて9とも嫉現を見出すよう瓢独濾情・あるいeま思想の萌芽
を，イエイツは人知れずあたためていたのである。それは・イエイツ自身の知性でさえ容易に信じよ
うとしないものであった。
1　did　not　1）elieved　with　my　intellect　that　you　coUld　be　carried　away　body　and　soul，　but　I
believed　with　my　emotions　and　the’belief　of　the　country　people　made　that　easy．32）
　この文章において，注意すべきことは，イエイツの超自然的なものへの信仰は・イエイツの知性
が承認しなかったと同時に，農民の信仰とも完全に一致するものではなかったということである。
この結果イエイツは，彼の知性を納得させねばならぬと同時に・農民の信仰と自分の信仰との関係を
も探らねばならないことになる。そして，知性を納得させるものとして，彼は‘psychical　research’
や，インド思想を，つまりOCCUItiSmを得たのであり，そして一方では・農民の信仰をOCCU・ltiSmの
立場から解明するという努力をも続けることになるのである。この努力は，1889年の‘lrish　Fairies，
Ghosts，　Witches，　etc．’に始まり，以後様々な場で継続してゆくことになる。　　・
　ところで，このイエイツの信仰と農民の信仰との関係はThe　Celtic　Twiliglztにおいてはどうなっ
ているだろうか。
Ihave，　however，　been　at　no　pains　to　separate　my　own　beliefs　from　those　of　the　peasantry，
but　have　rather　let　my　men　and　women，　dhouls　and　faeries，　go　their　way　unoffended　or
defended　by　any　argument　of　mi　ne．33）　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　つまり，ここではイエイツはoccultismの立場からの解釈を，農民の信じている幽霊や妖精に対し
て押し付けていないのである。そして，この作品の美しさは，それらが互に排除せず，共存していう
所にある。
　しかし，このような共存が成り立つ為には，それなりの理由がなければならない。イエイツが自分
の持つひそかな信仰と，農民の信仰がどこかで必ず結びついているという予感がその理由の一つであ
ろう。しかし，この真の理由は，イエイツがこの信仰を独りひそかに守り育てて来たという点におい
て，彼がThe　Celtic　Twilightの世界の住人たりうる資格を得たからだということにある。彼はこの
点で，・self－loyalty・を貫き通しているのであり，‘intensity’の持主であることを証明しているので
ある。一一見不調和とも見えかねないイエイツのoccultismがこの作品の調和を乱すと感ぜられないの
は，それが彼の資質と一致するからであり，この資質，感受性こそがこの作品の基調をなすものであ
るからなのである。
一一 R4一 県立新潟女子短期大学研究紀要　第16集　1979
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注、
1）W．B．　Y，at・，　Tll・C・〃ま・T”i’酬伽d・・＆St・a廿・・面p…A・・n・1912）PP・　1－2・
2），f．．All、。　W。d，，A脚・9r・phptげtゐ鼎勧・酬昭r・・’・（L・nd・n・・958）・PP　25－28・52－55・14＆
3）W．B．　Yeats，　Th　e　Ce〃ゴ‘Tiu　il　igh　t　P・4・
4）　　訪ぎ4．，P．5．
5）　　飴歪4．，pp．4－5．
6）　　苗」4．，p．155．
7）J。h。恥、y。・⑳，酬」・・’・dP…吻砿郡醜V・L・・e・（L・・d・n・197°）・　P・　196・
8）　　ibid．，　p．197．
9）鴨Yeat・（Eの，　F・i・y・・4　F・1励’…f…’・・4（Gerr・・d　C・・ss・1973）・　PP・　5－6・　．
10）W．B．　Yeat・，　Th・ω∫ゴ・徊’ight．　pp．　17－18・
11）　　ibid．，　p．18．
12）　　沁f4．，　pp．1＆19．
13）伽〃ect・d・Pr・吻VPT・B・・Yeats．　V・L　O・e・・P・・117・
14）W．BY・a細・伽9r・phies．伽d・叫1955）PP・　61’2・
、5）J．、B．、YeatS，励伽・・i・・（Ch肛・ht・w叫・9aS；R・p・i・t・d恥・Sh・m・・；1971）・　P・　12・
16）　　ibid．，　p．21．
17）W．B．　Yeats，　The　Celtic　Twi’勧ちp．154．　　　　　　　　　　　．
18）エB．Yeats，　E・rly・M伽ries・P・・20・
19）　　ibidりp．22．
20）　　ibid．，　p．87．
21）　　ibid．，　p．86．
22）　　ibid．，　p．89．馳
23）　ぎゐぎd．，P。　rz・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
24）　　ibid．，　p．86．
25）　　ibid．，　p．2．
26）　　琵rid．，　p．2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ti
27）　　ibid．，　p．29．
28）　　まbf4．，　p．52．
29）W．B．　Yeats，　Autobiograpゐies．　p．　65．
30）　」．］B．Yeats，　Ear’Ptハfem　ories，　p　92。
31）W．B．　Yeats，加励iograPhies．　p．89．
32）　ま舐」．，p．78．
33）W。B．　Yeats，　The　Ce〃ま‘丁勿ゴ’ight．　p．　1．
?
